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９９月月 定 例 会会

副議長（第 12 代）

福  田　晃  悦　43 歳

３期　　印　内

【ごあいさつ】

　志賀町並びに志賀町議会の発展に

一身を呈して努力していく所存であ

ります。

【略歴】

予算決算常任委員会　委員長

総務産業建設常任委員会　委員長

教育民生常任委員会　委員長

議　長（第 11 代）

　南　　正　紀　60 歳

３期　　北吉田

【ごあいさつ】

　議会は言論の府であり、意見を戦わせ

つつ議会の融和に努めるとともに、皆さ

まのお力添えをいただきながら更なる志

賀町づくりに邁進してまいります。

【略歴】

副議長

議会広報特別委員会　委員長

予算決算常任委員会　委員長

新しい正副議長を選出新しい正副議長を選出

　９月定例会は、９月28日から10月15日までの18日間

の会期で開かれ、専決処分の承認が１件、令和３年度の各

会計の補正予算をはじめ、条例の制定や一部改正、計画の

策定に係る議案が13件、令和２年度の各会計決算に係る

認定が９件、教育委員会の人事案件にかかる同意３件、議

会議案２件、選挙管理委員等の選出８件を審議しました。

　　（※議決結果は９～ 10ページ参照）

　なお、９月28日に、寺井強議長と

南正紀副議長が辞職願いを提出したこ

とから、これを許可して選挙を行った

結果、新議長に南正紀氏、新副議長に

福田晃悦氏が選ばれました。

議会だより　しか　№ 65

令和３年11月29日発行 2



予算決算常任委員会 当初予算、補正予算、決算にかかる分野を所管します。

委 員 長　　寺井　　強
副委員長　　南　　政夫

委　　員　　表谷　茂浩 ・ 中谷　松助
　　　　　　福田　晃悦 ・ 稲岡健太郎
　　　　　　堂下　健一 ・ 越後　敏明
　　　　　　田中　正文 ・ 冨澤　軒康
　　　　　　櫻井　俊一 ・ 林　　一夫
　　　　　　久木　拓栄

議会広報

特別委員会

議会だよりなどの広報活動
を所管します。

委 員 長　　表谷　茂浩
副委員長　　福田　晃悦

委　　員　　稲岡健太郎
　　　　　　寺井　　強
　　　　　　冨澤　軒康
　　　　　　櫻井　俊一

稲岡 委員 冨澤 委員 櫻井 委員 寺井 委員

福田 副委員長 表谷 委員長

議会改革活性化

特別委員会

議会改革に関する調査を
所管します。

委 員 長　　稲岡健太郎
副委員長　　堂下　健一

委　　員　　表谷　茂浩
　　　　　　南　　政夫
　　　　　　冨澤　軒康
　　　　　　林　　一夫

林 委員 冨澤 委員
表谷 委員 南 委員

堂下 副委員長 稲岡 委員長

　新しい議長と副議長が就任したことで、９月28日から以下の委員会の委員構成が変わりました。

常任・特別委員会常任・特別委員会
委員構成一部変更委員構成一部変更

南 副委員長 寺井 委員長

議会だより　しか　№ 65

令和３年11月29日発行3



事業継続緊急支援事業継続緊急支援

4

中小企業等・宿泊事業者に

事業費事業費
4,6004,600 万円万円

中小企業等緊急支援金（総事業費：2,550 万円）

【対象】

　町内に本社又は本店を有し、町内で事業を行っている者で、コロナ期直前と

コロナ期以後の決算を比較して、30％以上売り上げが減少している者

【支援金】

　法人事業者：20 万円、個人事業主：10 万円

宿泊事業者緊急支援金（総事業費：2,050 万円）

【対象】

　上記と同じ

【支援金】

売上減少額に応じて６段階に区分

～1,000万円未満　　　　　　　：減少額の10％

　　　　　　　　　　　　　　　　（限度額50万円）

1,000万円以上～2,500万円未満：100万円

2,500万円以上～5,000万円未満：250万円

5,000万円以上～１億円未満　　：500万円

１億円以上～２億円未満　　　　：1,000万円

２億円以上～　　　　　　　　　：1,500万円

新たに新たに 住宅地住宅地
 45区画造成 45区画造成

※写真は、平成27年度から79区画分譲された「みらいとうぶ」

若年層の定住人口の確保と

人口流出の防止を図るため、

「みらいとうぶ」の隣接地に

45区画の新たな住宅地を

造成予定

支
援
金
を
交
付

支
援
金
を
交
付

議会だより　しか　№ 65

令和３年11月29日発行 4



　一般会計と３つの特別会計が黒字決算となりました。診療所事業特別会計及びケーブルテレビ事業特別会計

では差引残額が０円となっていますが、基金の繰入や一般会計から資金を補てんして赤字を解消しています。

　また、水道事業会計の収益的収支では5,989万円､ 下水道事業会計の収益的収支では2,555万円､ 病院事業

会計では３億1,485万円の純利益を計上しています。

　一般会計では、歳入では、町

税、前年度繰越金、普通交付税

及び国の追加内示に伴う新型コ

ロナウイルス感染症対応地方創

生臨時交付金の事業者支援分の

増額を主とし、歳出では、中小

企業や宿泊事業者に対する事業

継続緊急支援事業をはじめ、新

たな定住促進住宅地整備事業や

高浜バスターミナルのバスシェ

ルターを改修する都市計画道路

交通広場等管理事業の増額など

を主とした補正となります。

　特別・企業会計では、各種事業

に伴い所要額の補正となります。

令和２年度決算令和２年度決算 をを認定認定

令和３年度９月補正予算令和３年度９月補正予算をを可決可決

会　計　名 歳 入 額 歳 出 額 差引残額

一 般 会 計 １５１億６２３６万円 １４９億７２７７万円 １億８９５９万円

特 

別
・
企 

業 

会 

計

国 民 健 康 保 険 ２４億７５６５万円 ２４億７１０４万円 ４６１万円

後 期 高 齢 者 医 療 ３億４５１４万円 ３億４４８５万円 ２９万円

介 護 保 険 ２９億６１１５万円 ２９億５４１６万円 ６９９万円

診 療 所 事 業 １億６９８２万円 １億６９８２万円 ０円

ケーブルテレビ事業 ４億８４７９万円 ４億８４７９万円 ０円

水
道

収 益 的 収 支 ５億８７４６万円 ５億２７５７万円 ５９８９万円

資 本 的 収 支 ２億６１５６万円 ５億　７０７万円 △２億４５５１万円

下
水

収 益 的 収 支 １２億５１８９万円 １２億２６３４万円 ２５５５万円

資 本 的 収 支 ８億２９６４万円 １２億６３８９万円 △４億３４２５万円

病
院

収 益 的 収 支 １５億２７１０万円 １２億１２２５万円 ３億１４８５万円

資 本 的 収 支 ３億１７５７万円 ３億９３０８万円 △７５５１万円

会　計　名 補 正 額 予 算 額

一 般 会 計 ７億５０４７万円 １３８億９７９８万円

特
別
・
企
業
会
計

国 民 健 康 保 険 △３４万円 ２４億６７１４万円

後 期 高 齢 者 医 療 ２９万円 ３億３９５１万円

介 護 保 険 △１９０万円 ３０億３１５５万円

診 療 所 事 業 １１７万円 １億７６０１万円

ケーブルテレビ事業 △６０３万円 ９億１４２４万円

下水
資 本 的 収 入 △１０６０万円 ４億７３０３万円

資 本 的 支 出 △１０６０万円 ８億４７８５万円

病院
収 益 的 収 入 ２８０４万円 １４億５６８６万円

収 益 的 支 出 ４１８万円 １３億　２７６万円

質疑は６・７ページ

※水道､ 下水及び病院事業の収益的収支については税抜き金額となります。

※上記の補正額には専決処分による補正額を含みます。

議会だより　しか　№ 65

令和３年11月29日発行5
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チェックチェック 予算決算常任委員会

当初予算、補正予算、決算にかかる分野を

審査します。

　

地
方
自
治
体
は
、
財
政
の
早
期
健
全

化
や
再
生
の
必
要
性
を
判
断
す
る
た

め
に
財
政
指
標
を
算
定
し
て
い
ま
す
。

　

志
賀
町
の
指
標
は
、
国
基
準
を
大
き

く
下
回
っ
て
お
り
、
健
全
な
財
政
を

維
持
し
て
い
ま
す
が
、
志
賀
原
子
力

発
電
所
の
大
規
模
償
却
資
産
に
係
る

固
定
資
産
税
の
減
収
、
広
域
圏
の
新
ご

み
処
理
場
建
設
や
斎
場
建
設
に
か
か

る
負
担
金
、
施
設
の
維
持
補
修
な
ど

の
投
資
的
経
費
の
増
加
が
予
測
さ
れ
、

さ
ら
な
る
財
政
の
健
全
化
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

財
政
は
健
全

【財政指標】

【町債（借入金）残高の推移】

指 標 名

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

財政規模に対する一
般会計等の赤字の割
合

財政規模に対する全
会計の赤字の割合

財政規模に対する１
年間に支払った借入
金返済額等の割合

( 過去３か年間の平均値）

財政規模に対する将
来町が支払う借入金
返済額等の割合

志賀町 （赤字なし） （赤字なし） 8.3％ （該当なし）

国基準
早期健全化基準 13.58％ 18.58％ 25％ 350％

財　政　再　生　基　準 20％以上 30％以上 35％以上 －

質
疑　

適
正
管
理
へ
の
工
夫

は
。

答
弁　

業
務
に
応
じ
た
勤
務

時
間
や
日
数
に
対
応
可
能
な

人
を
採
用
し
て
い
る
。

一 

般 

会 

計

質
疑　

会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
に
よ
る
人
件
費
の
増
額

の
理
由
は
何
か
。
職
員
数
の

適
正
管
理
な
ど
、
今
後
の
推

移
は
。

答
弁　

令
和
２
年
度
か
ら
、

臨
時
職
員
が
会
計
年
度
任
用

職
員
と
な
っ
た
こ
と
で
、
会

計
上
、
賃
金
を
物
件
費
で
計

上
し
て
い
た
が
、
人
件
費
に

振
替
と
な
っ
た
。
待
遇
改
善

に
よ
り
期
末
手
当
や
通
勤
手

当
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ

た
こ
と
も
要
因
で
あ
る
。　

　

採
用
人
数
は
減
少
し
て
お

り
、
今
後
は
保
育
園
の
統
廃

合
に
よ
り
、
会
計
年
度
任
用

職
員
数
も
減
っ
て
い
く
見
込

み
で
あ
る
。

人
件
費
の
増
額
と

今
後
の
適
正
管
理

を
聞
く

質
疑　

税
収
が
減
少
し
、
財

政
力
指
数
が
低
下
し
て
い
る

が
、
今
後
の
見
通
し
を
聞
く
。

答
弁　

平
成
19
年
度
を
ピ
ー

ク
に
固
定
資
産
税
が
減
収
し

て
い
る
こ
と
が
大
き
な
要
因

で
あ
り
、
今
後
も
同
様
な
推

移
が
続
く
と
考
え
る
。

財
政
力
指
数
の
低
下

今
後
の
見
込
み
は

【
会
計
年
度
任
用
職
員
】

一
会
計
年
度
で
任
用
さ
れ

る
非
常
勤
職
員
で
、
こ
れ

ま
で
の
臨
時
職
員
よ
り
休

暇
、
福
利
厚
生
、
手
当
等

が
拡
充
さ
れ
て
い
る
。

【
財
政
力
指
数
】

基
準
財
政
収
入
額
を
基
準

財
政
需
要
額
で
除
し
て
得

た
数
値
の
過
去
３
か
年
間

の
平
均
値
で
あ
り
、
地
方

公
共
団
体
の
財
政
力
を
示

す
数
値
。
「
単
年
度
の
財
政

力
指
数
」
が
１
を
超
え
る

地
方
公
共
団
体
は
、
地
方

交
付
税
の
不
交
付
団
体
と

な
る
。

議会だより　しか　№ 65
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志志っっ賀賀りり

質
疑　

旧
福
浦
小
学
校
の
工

事
設
計
委
託
料
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
詳
細
、
利
用
状

況
を
聞
く
。

答
弁　

公
民
館
機
能
を
備
え

る
た
め
、
体
育
館
棟
の
１
階
、

２
階
を
改
修
予
定
で
あ
る
。

す
で
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

機
能
の
陶
芸
教
室
や
草
木
染

教
室
が
入
っ
て
い
る
。

質
疑　

旧
小
学
校
校
舎
で

残
っ
て
い
る
校
舎
は
い
く
つ

か
。
解
体
の
計
画
は
あ
る
か
。

答
弁　

残
っ
て
い
る
校
舎
は

７
つ
あ
り
、
建
築
年
が
古
い

順
に
解
体
を
計
画
し
て
い
る

が
、
多
額
の
費
用
も
掛
か
る

こ
と
か
ら
実
施
時
期
は
未
定

で
あ
る
。

　

放
射
線
防
護
設
備
も
備
え

て
お
り
、
今
回
の
公
民
館
の

移
設
に
よ
っ
て
、
空
き
は
な

く
な
る
。

特
別
・
企
業
会
計

質
疑　

七
海
浄
水
場
と
広
地

浄
水
場
は
、
災
害
に
弱
い
場

所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
地
震
な
ど
の
災
害

で
、
両
施
設
と
も
使
え
な
く

な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
が
、

対
策
は
検
討
し
て
い
る
か
。

答
弁　

広
地
の
配
水
池
は
、

前
年
度
に
耐
震
化
工
事
を

行
っ
て
い
る
。
七
海
な
ど
の

浄
水
場
は
、
順
次
、
機
械
設

備
等
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

質
疑　

バ
ス
事
業
者
へ
の
補

助
額
が
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

代
替
な
ど
の
検
討
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答
弁　

代
替
え
を
町
で
担
う

こ
と
は
難
し
い
。
国
、
県
か

ら
も
補
助
金
が
交
付
さ
れ
て

お
り
、
補
助
率
の
増
額
を
要

望
し
て
い
く
。

令和３年度補正予算令和３年度補正予算のの審査審査

令和２年度決算令和２年度決算のの審査審査
富
来
地
域
の
水
道
施
設

災
害
対
策
は

耐震化工事が施された広地配水池

旧
小
学
校
校
舎
の

活
用
状
況
を
聞
く

生
活
バ
ス
路
線
維
持
対
策
事
業

　

代
替
な
ど
の
検
討
が
必
要
で
は

活発な利用が期待される旧福浦小学校

配
水
池
は
、
耐
震
診
断
を
実

施
し
、
対
策
を
行
っ
て
い
く
。

議会だより　しか　№ 65

令和３年11月29日発行7
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質
疑　

今
ま
で
は
、
営
利
目

的
で
の
使
用
の
申
し
入
れ
は

な
か
っ
た
か
。

答
弁　

今
ま
で
は
申
し
入
れ

は
な
か
っ
た
。
今
後
、
営
利

目
的
の
利
用
も
考
え
る
必
要

が
あ
り
、
能
登
リ
ゾ
ー
ト
エ

リ
ア
と
大
島
キ
ャ
ン
プ
場
に

追
加
し
た
。

質
疑　

学
校
健
診
の
歯
科
検

診
で
、
検
診
結
果
に
基
づ
く

歯
科
医
へ
の
受
診
率
が
低
い

と
報
道
で
聞
く
が
、
本
町
の

動
向
、
対
応
を
聞
く
。

答
弁　

受
診
率
は
、
志
賀
小

学
校
は
69
％
、
富
来
小
学
校

は
61
％
、
志
賀
中
学
校
は

38
％
、
富
来
中
学
校
は
80
％

で
あ
る
。

　

受
診
率
を
あ
げ
る
た
め
、

健
診
後
に
治
療
勧
奨
の
お
便

り
を
一
人
ひ
と
り
に
配
布
し

て
お
り
、
保
健
室
前
に
治
療

済
み
の
人
数
な
ど
を
掲
示
し

た
り
、
保
健
だ
よ
り
で
繰
り

返
し
保
護
者
へ
案
内
を
行
っ

た
り
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
未
処
置
の
児
童

と
生
徒
に
治
療
を
勧
め
て
い

き
、
治
療
率
の
向
上
に
努
め

る
。

質
疑　

大
島
キ
ャ
ン
プ
場
、

リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
の
年
間
利

用
人
数
は
。

答
弁　

大
島
キ
ャ
ン
プ
場
は

令
和
２
年
度
で
年
間
約
１
万

１
，
８
０
０
人
で
あ
り
、
令

和
３
年
度
は
９
月
末
ま
で
で

約
１
万
３
，
６
０
０
人
で
あ

る
。

　

リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
は
令
和

２
年
度
で
年
間
約
１
万
７
，

９
０
０
人
で
あ
り
、
令
和
３

年
度
は
８
月
ま
で
で
約
１
万

５
，
５
０
０
人
で
あ
る
。

質
疑　

８
輪
バ
ギ
ー
と
セ
グ

ウ
ェ
イ
の
利
用
状
況
は
。

答
弁　

令
和
２
年
度
は
、
８

輪
バ
ギ
ー
の
利
用
が
７
８
０

人
、
セ
グ
ウ
ェ
イ
が
３
４
４

人
で
あ
る
。
令
和
３
年
度
は
、

８
輪
バ
ギ
ー
が
４
０
９
人
、

セ
グ
ウ
ェ
イ
が
１
６
０
人
の

状
況
で
あ
る
。

能
登
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ

ア
増
穂
浦
と

大
島
キ
ャ
ン
プ
場

　

営
利
目
的
の
使
用

許
可
を
追
加

学
校
の
歯
科
検
診

結
果
に
基
づ
く

受
診
率
は
。

総務産業建設常任委員会
役場内部事務や地場産業にかかる分野を審査します。

リゾートエリアで利用できる８輪バギー（左）、
セグウェイ（右）

志志っっ賀賀りり  チェック！チェック！委員会審査

教育民生常任委員会
教育や住民の暮らしにかかる分野を審査します。

【利用料金】

８輪バギー：15 分　1,000 円

セグウェイ：30 分　1,000 円

議会だより　しか　№ 65
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９９ 月月 定定 例例 会会 議議 決決 結結 果果
議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

承認

12
専決処分の承認（令和３年度志賀町一般会計補正予算（第２号）） … ５ページ参照

承認
賛13　反0

議案

38 ～ 45

令和３年度一般会計補正予算（第３号）～令和３年度町立富来病院事業会計補正予算（第

１号） … ５ページ参照

可決
賛13　反0

46

過疎地域持続的発展支援のための固定資産税の課税の特例に関する条例 … 過疎地域の持

続的発展の支援に関する特別措置法の施行に伴い、過疎地域における産業振興の促進を図るため、

固定資産税の課税の特例の条例を新たに制定。

可決
賛13　反0

47

手数料条例の一部を改正する条例 … 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利

用等に関する法律の一部改正により、地方公共団体情報システム機構がマイナンバーカードの発行

元となり、当該機構が発行手数料額を定めるものと規定されたため、所要の改正。

可決
賛13　反0

48
大島キャンプ場条例の一部を改正する条例… 施設の有効利用や利用者の幅広い活動に資する

ため、利用形態に基づく料金設定等の所要の改正。

可決
賛13　反0

49
能登リゾートエリア増穂浦条例の一部を改正する条例 … 施設の有効利用や利用者の幅広い

活動に資するため、利用対象施設の追加及び利用形態に基づく料金設定等の所要の改正。

可決
賛13　反0

50
過疎地域持続的発展計画の策定 … 過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第８条第

１項の規定により、志賀町過疎地域持続的発展計画を策定することに、議会の議決を求めるもの。

可決
賛13　反0

認定

１
令和２年度一般会計歳入歳出決算認定 … ５ページ参照

認定
賛12　反1

２～９
令和２年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定～令和２年度町立富来病院事業会

計決算認定 … ５ページ参照

認定
賛13　反0

同意

３

教育委員会教育長の任命 … 教育委員会教育長の任期満了により、間嶋正剛氏（福浦港）を任命し

たく、議会の同意を求める。 … 10ページ参照

同意
賛13　反0

同意

４～５

教育委員会委員の任命 … 教育委員会委員の任期満了により、高橋　淳子氏（大坂）､ 尾田　喜久

男氏（中山）を任命したく、議会の同意を求める。 … 10ページ参照

同意
賛13　反0

発議

３

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書 … 令和４年度

地方財政対策及び地方税制改正に向け、次の事項を確実に実現されるよう強く要望する意見書を国

に提出。

１　急速な高齢化に伴い社会保障関係経費が増大している現状を踏まえ、他の地方歳出に不合理な

しわ寄せがなされないよう、十分な総額を確保すること。

２　市町村の基幹税である固定資産税の制度の根幹を揺るがす見直しは、断じて行わないこと。ま

た、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として講じられた固定資産税等に係る特例措置は、

本来国庫補助金等により対応すべきものであり、今回限りの措置として、期限の到来をもって確

実に終了すること。

３　令和３年度税制改正により講じられた土地に係る固定資産税の課税標準額を令和２年度と同額

とする負担調整措置は、令和３年度限りとすること。

４　令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の環境性能割の臨時的軽減の延長

について、更なる延長は断じて行わないこと。

５　炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を地方税又は地方譲与税として地方に税

源配分すること。

可決
賛12　反1

※議長は採決に加わりません。

※次ページにつづく議会だより　しか　№ 65

令和３年11月29日発行9



議案に
対する討論

人事

討論とは、議案や請願に対し、議員が自己の賛否の意見を表明し、その理由　

を述べて他の議員を自己の意見に賛同させることを目的とする発言です。

教育長に間嶋　正剛氏が再任

教育委員に高橋　淳子氏が新任

任期：令和３年10月22日から

令和６年10月21日

任期：令和３年10月22日から

令和７年10月21日

松村 俊昭 氏 山本 政直 氏 堤谷 一博 氏 岡田 信尚 氏

( 委員長 )

選挙管理委員に４氏を選出しました。

補充員には次の４氏

を選出しました。

第１順位

　平井　　清 氏

第２順位

　岡部　　亮 氏

第３順位

　関田　勝行 氏

第４順位 

　大畑喜代志 氏

10

中谷 松助 議員

　認定第１号　決算には、任意の原発推進団体である志賀原子力発電所環境安全対策協議会への補助、新型

コロナ対策で町独自の一人２万円特別定額給付金の原資の一部に町役場職員の給料一部カット分、小中

学校での学力テスト委託料等が含まれていることから反対いたします。

　発議第３号　地方財源の十分な確保・拡充への財源は応能負担の原則にのっとって確保すべきであり、新

型コロナ対策等の軽減措置はなくすべきではないことから反対いたします。

　発議第４号　富来病院では地域の現状を見据えた改革を実行し、コロナ禍にも対応して地域医療の砦とし

てがんばっていることから、国の医療支援拡充を求めることに賛成いたします。

９９ 月月 定定 例例 会会 議議 決決 結結 果果
議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

発議

４

新型コロナウイルス感染症対応を踏まえた地域の医療提供体制の確保・充実を求める

意見書 … 新型コロナウイルス感染症対策に支障がないよう、地域医療構想について慎重な対応を

図るとともに、感染症対応を勘案し、医療機能を適切に発揮できる病床の確保や、それに見合う医

療人材の確保等の観点から施策を講じるよう、強く要望する。

可決
賛12　反1

※議長は採決に加わりません。

選挙管理委員会選挙管理委員会教育委員会教育委員会

議会だより　しか　№ 65

令和３年11月29日発行 10



をを問う!問う!町政町政町政町政

町
長　

平
成
25
年
度
か
ら
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作

成
し
、
本
年
３
月
末
時
点
で

８
４
６
人
の
登
録
が
あ
る
。

そ
の
内
、
１
２
２
人
が
作
成

済
で
あ
る
が
、
個
人
情
報
や

日
々
変
化
す
る
心
身
の
状
態

な
ど
の
課
題
も
多
く
、
す
べ

て
の
人
の
作
成
に
至
ら
な
い

の
が
実
情
で
あ
る
。

　

今
後
と
も
、
各
区
長
を
は

じ
め
関
係
機
関
と
連
携
し
、

避
難
行
動
要
支
援
者
の
把
握

や
個
人
及
び
地
域
の
実
情
に

応
じ
、
各
地
区
の
住
民
が
集

ま
る
防
災
訓
練
等
に
併
せ

て
、
個
別
避
難
計
画
等
の
作

成
を
推
進
し
て
い
く
。

福
田　

み
ら
い
と
う
ぶ
周
辺

地
は
、
す
ば
る
幼
稚
園
の
新

築
移
転
、
志
賀
小
学
校
な
ど

の
立
地
、
商
店
街
な
ど
の
集

中
に
よ
り
、
車
両
ア
ク
セ
ス

の
集
中
が
予
想
さ
れ
る
。
今

後
の
渋
滞
や
事
故
防
止
対
策

を
聞
く
。

ま
ち
整
備
課
長　

新
た
な
住

宅
地
造
成
と
併
せ
て
道
路
整

備
も
検
討
し
て
お
り
、
す
ば

る
幼
稚
園
開
園
以
降
の
状
況

を
確
認
し
、
警
察
と
も
協
議

し
な
が
ら
対
策
を
講
じ
る
。

個
別
避
難
計
画
の
作
成
を
聞
く

関
係
機
関
と
連
携
し
、
実
情
に
応
じ
た

計
画
の
作
成
を
推
進
す
る

町
長

「みらいとうぶ」周辺地の
   今後の渋滞や事故防止対策を問う

今後の状況を確認し、対策を講じる
まち整備課長

福田　晃悦　議員

福
田　

災
害
対
策
基
本
法
が

改
正
さ
れ
、
自
分
で
逃
げ
る

こ
と
が
難
し
い
人
を
対
象
と

し
た
個
別
の
避
難
計
画
の
作

成
が
市
町
村
の
努
力
義
務
と

さ
れ
た
が
、
本
町
で
の
計
画

作
成
を
聞
く
。

そ
の
他
の
質
問

福
田　

小
・
中
学
校
や
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
を
含
め

た
、
現
在
の
感
染
症
予
防
対

策
、
感
染
者
発
生
時
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
、
職
員
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
を
聞
く
。

教
育
長　

学
校
で
は
、
新
し

い
生
活
様
式
の
徹
底
と
、
発

熱
等
の
症
状
が
あ
る
児
童
や

生
徒
に
は
登
校
を
控
え
る
対

応
を
取
っ
て
い
る
。
感
染
者

発
生
時
は
、
速
や
か
に
関
係

機
関
に
連
絡
し
、
対
策
会
議

で
濃
厚
接
触
者
特
定
の
調
査
、

臨
時
休
校
な
ど
協
議
し
、
そ

の
対
応
を
一
斉
メ
ー
ル
等
で

保
護
者
に
連
絡
す
る
。

　

教
職
員
の
接
種
率
は
約
93

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

住
民
課
長　

放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
で
は
、
厚
生
労
働
省
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
の
基
本

方
針
に
基
づ
き
感
染
対
策
を

行
っ
て
い
る
。
感
染
者
発
生

時
は
、
原
則
、
引
き
続
き
開

所
と
す
る
が
、
地
域
の
感
染

状
況
や
小
中
学
校
の
閉
鎖
状

況
に
応
じ
て
閉
所
の
判
断
を

行
う
。

　

支
援
員
の
接
種
率
は
１
０

０
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

信号機が無く、一旦停止で交通規制される交差点

動画はこちらから

議会だより　しか　№ 65
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そ
の
他
の
質
問

中
谷　

富
来
地
域
に
も
区
名

表
示
杭
の
設
置
を
。

商
工
観
光
課
長　

集
落
名
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
バ
ス

停
標
識
で
も
確
認
で
き
、
新

た
な
案
内
標
柱
等
の
設
置
は

考
え
て
い
な
い
。
老
朽
化
し

た
既
設
の
標
柱
は
、
順
次
、

撤
去
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

中
谷　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
設
置
に
伴
う
規
制
条
例

の
制
定
を
。

町
長　

今
後
示
さ
れ
る
国
の

基
準
や
県
な
ど
の
関
係
機
関

の
動
向
を
注
視
し
、
対
応
を

検
討
し
て
い
く
。

中
谷　

原
子
力
発
電
コ
ス
ト

上
昇
発
表
の
受
止
め
を
伺
う
。

環
境
安
全
課
長　

発
表
さ
れ

た
金
額
は
幅
を
も
っ
て
示
さ

れ
て
お
り
、
一
概
に
ど
れ
が

高
い
と
は
言
え
な
い
も
の
で

あ
る
と
考
え
る
。

中
谷　

子
ど
も
対
応
職
員
へ

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
を
。

健
康
福
祉
課
長　

制
度
化
さ

れ
た
行
政
検
査
が
あ
り
、
現

在
の
町
の
感
染
状
況
か
ら
見

て
も
、
町
で
の
実
施
は
考
え

て
い
な
い
。

中
谷　

子
ど
も
の
国
民
健
康

保
険
税
「
均
等
割
」
の
無
料

化
を
。

住
民
課
長　

子
育
て
世
代
以

外
の
納
税
者
に
負
担
を
求
め

る
こ
と
に
な
り
、
公
平
性
・

平
等
性
の
観
点
か
ら
実
施
は

考
え
て
い
な
い
。

中
谷　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
の
創
設
を
。

ま
ち
整
備
課
長　

既
存
の
制

度
は
町
外
か
ら
の
移
住
定
住

を
目
的
と
し
て
お
り
、
町
内

在
住
者
に
対
象
を
拡
大
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

中
谷　

本
年
10
月
以
降
、
Ｉ

Ｐ
音
声
告
知
端
末
の
回
収
作

業
に
入
る
と
の
こ
と
だ
が
、

「
防
災
無
線
か
ら
の
音
声
が

聞
こ
え
づ
ら
く
助
か
っ
て
い

る
」
な
ど
、
多
く
の
方
か
ら

今
後
も
必
要
で
あ
る
と
の
声

を
聞
く
。
８
番
電
話
・
Ｉ
Ｐ

音
声
告
知
端
末
の
終
了
、
撤

去
の
延
期
・
中
止
は
で
き
な

い
の
か
。

情
報
推
進
課
長　

Ｉ
Ｐ
音
声

告
知
端
末
は
、
13
年
経
過
に

よ
る
老
朽
化
や
停
電
時
に
機

能
し
な
い
こ
と
か
ら
、
本
年

３
月
に
新
た
な
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

は
、
同
時
に
防
災
無
線
や
し

か
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
放
送
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
メ
ー
ル

の
ほ
か
、
各
家
庭
の
電
話
機

や
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
な
ど
に
情

報
を
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

10
月
１
日
よ
り
、
各
家
庭

の
Ｉ
Ｐ
音
声
告
知
端
末
の
撤

去
を
開
始
し
て
お
り
、
延
期

す
る
こ
と
や
中
止
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

中
谷　

本
町
で
の
特
別
障
害

者
手
当
は
、
現
在
、
何
人
の

方
が
ど
の
よ
う
な
条
件
の
中

で
受
給
さ
れ
、
要
介
護
４
、

５
の
方
は
何
人
い
る
か
。
ど

の
よ
う
な
周
知
を
さ
れ
て
い

る
か
。

健
康
福
祉
課
長　

現
在
、
手

当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
人
は

23
人
で
、
こ
の
う
ち
、
要
介

護
４
は
０
人
、
要
介
護
５
は

８
人
で
あ
る
。
要
介
護
４
、

５
の
人
す
べ
て
が
対
象
と
な

る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
状
態
や
介
護
の
状
況
に

応
じ
て
、
県
が
審
査
・
支
給

す
る
。
障
害
者
手
帳
の
交
付

時
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
時

に
案
内
し
て
い
る
。
今
後
は

訪
問
時
に
身
体
等
の
状
況
を

見
な
が
ら
、
さ
ら
に
詳
し
く

制
度
を
説
明
し
、
一
層
の
周

知
を
図
る
。

中谷　松助　議員

８番電話・ＩＰ音声告知端末の
終了、撤去の延期・中止を

延期、中止は考えていない
情報推進課長

特
別
障
害
者
手
当
の

　
　
　
　
　

受
給
状
況
を
聞
く

23
人
が
受
給
し
て
い
る

健
康
福
祉
課
長

動画はこちらから
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教
育
長　

学
校
で
は
人
権
教

育
の
全
体
計
画
や
年
間
指
導

計
画
を
作
成
し
、
人
権
尊
重

の
精
神
に
立
っ
た
学
校
・
学

級
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
て

い
る
。
弁
護
士
に
よ
る
い
じ

め
予
防
教
育
な
ど
、
新
た
な

取
組
み
も
取
り
入
れ
、
推
進

し
て
い
る
。

　

今
後
は
住
民
課
を
は
じ
め
、

各
課
と
の
連
携
を
よ
り
い
っ

そ
う
深
め
、
全
体
計
画
及
び

年
間
指
導
計
画
の
達
成
状
況

な
ど
を
適
切
に
評
価
し
、
改

善
・
充
実
に
努
め
る
。

　

男
女
共
同
参
画
事
業
で
は
、

推
進
員
を
委
嘱
し
、
パ
ー
プ

ル
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な

堂
下　

人
権
週
間
で
は
、
啓

発
活
動
強
調
事
項
と
し
て
17

の
課
題
を
挙
げ
て
い
る
。
中

で
も
今
年
は
「
女
性
の
人
権

を
守
ろ
う
」「
障
が
い
を
理

由
と
す
る
偏
見
や
差
別
を
な

く
そ
う
」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
を

な
く
そ
う
」
と
い
っ
た
項
目

は
、
年
間
を
通
じ
て
学
び
、

差
別
を
な
く
す
方
向
へ
と
結

び
つ
け
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
あ
る
。
現
状
を
見
る
と
人

権
問
題
に
対
す
る
感
覚
の
鈍

さ
に
厳
し
さ
を
感
じ
る
が
、

町
と
し
て
の
現
状
認
識
と
、

今
後
の
町
民
全
体
へ
の
啓
蒙

活
動
の
取
組
み
を
聞
く
。

堂
下　

「
第
２
期
石
川
県
ニ

ホ
ン
ジ
カ
管
理
計
画
」
の
管

理
目
標
に
、「
今
後
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
捕
獲
圧
を
か
け
、

個
体
数
の
増
加
及
び
生
息
域

の
拡
大
を
抑
制
し
、
生
息
数

を
低
減
さ
せ
る
こ
と
で
農
林

業
、
生
活
環
境
、
森
林
生
態

系
へ
の
被
害
を
未
然
に
防
止

す
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る

が
、
本
町
で
も
県
の
管
理
目

標
に
沿
っ
た
対
応
を
行
い
、

実
態
調
査
が
必
要
と
思
う
が

対
応
策
を
聞
く
。

　

イ
ノ
シ
シ
の
こ
れ
ま
で
の

捕
獲
実
績
と
傾
向
を
聞
く
。

農
林
水
産
課
長　

「
第
２
期

石
川
県
ニ
ホ
ン
ジ
カ
管
理
計

画
」
に
は
、「
能
登
地
域
で

は
安
定
的
に
生
息
し
て
い
る

と
は
言
い
が
た
い
」
と
明
記

さ
れ
て
お
り
、
農
林
業
被
害

も
報
告
が
な
い
こ
と
か
ら
、

本
町
で
は
安
定
的
に
生
息
し

て
い
な
い
と
考
え
る
。
目
撃

情
報
も
少
な
く
、
実
態
調
査

の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
で

き
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

羽
咋
郡
市
内
に
安
定
し
た

生
息
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
石

川
県
や
対
策
実
績
の
あ
る
市

町
の
指
導
を
仰
ぎ
、
対
策
を

進
め
て
い
く
。

　

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
実
績
は
、

令
和
３
年
４
月
か
ら
９
月
末

日
ま
で
成
獣
15
頭
、
幼
獣
33

頭
の
計
48
頭
で
あ
り
、
前

年
度
の
同
時
期
と
比
べ
て
、

６
０
０
頭
以
上
減
少
し
て
い

る
。

人
権
問
題
へ
の
取
組
み
を
問
う

新
た
な
取
組
み
も
取
り
入
れ

　
　
　
　
　
　

推
進
し
て
い
る

教
育
長

ニホンジカの対策と
　　　イノシシの捕獲実績を聞く

安定した生息が確認されれば
　　　　　　　　　対策を進める 農林水産課長

堂下　健一　議員

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

住
民
課
長　

人
権
週
間
で
は
、

広
報
で
啓
発
活
動
の
周
知
を

図
り
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ

る
相
談
窓
口
の
設
置
や
中
学

生
と
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
の
啓
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
人
権
週
間
以
外
で
も
、

小
学
校
で
の
人
権
教
室
の
開

催
な
ど
、
年
間
を
通
し
て
人

権
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

高
齢
者
に
は
人
権
講
演
会
の

開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
幅

広
い
年
齢
層
に
向
け
た
啓
発

を
行
う
。

　

今
後
も
、
一
人
ひ
と
り
が

正
し
い
人
権
意
識
を
身
に
つ

け
て
も
ら
え
る
よ
う
、
関
係

機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら

啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

堂
下　

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

と
の
今
後
の
交
流
計
画
を
聞

く
。

町
長　

当
面
の
構
想
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
延
期
と
な
っ
て
い

る
学
生
の
交
換
留
学
を
、
収

束
後
に
実
施
を
計
画
す
る
。

シカの目撃年度数の分布シカの目撃年度数の分布
　（平成17 ～ 28年度）　（平成17 ～ 28年度）

※第２期石川県ニホンジカ管理計画　参照※第２期石川県ニホンジカ管理計画　参照

目撃年度数

５年度以上

３～４年度

１～２年度

動画はこちらから
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稲
岡　

先
般
、
改
正
さ
れ
た

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
で

は
、
市
町
村
に
対
し
て
「
地

域
脱
炭
素
化
促
進
区
域
」
を

策
定
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ

て
い
る
。

　

近
年
、
騒
音
や
景
観
悪
化

な
ど
で
地
域
ト
ラ
ブ
ル
が
相

次
い
で
い
る
再
生
エ
ネ
ル
ギ

ー
事
業
で
あ
る
が
、
自
治
体

が
積
極
的
に
関
与
し
、
ト
ラ

ブ
ル
を
避
け
な
が
ら
事
業
を

進
め
る
た
め
に
は
、
促
進
区

域
等
の
計
画
策
定
や
協
議
会

の
設
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

環
境
安
全
課
長　

マ
ニ
ュ
ア

ル
な
ど
の
詳
細
が
、
示
さ
れ

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

石
川
県
で
は
、
有
識
者
に

よ
る
検
討
会
が
設
置
さ
れ
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

計
画
の
改
定
作
業
に
着
手
し

て
お
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
設
の
設
置
可
能
地
域

を
示
す
脱
炭
素
化
促
進
区
域

を
含
め
、
検
討
さ
れ
て
い
く

と
考
え
る
。
今
後
示
さ
れ
る

国
や
県
独
自
の
基
準
な
ど
、

関
係
機
関
の
動
向
を
注
視

し
、
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

稲
岡　

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
交

流
人
口
の
拡
大
や
地
域
活
性

化
に
は
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
設
立
が
不
可

欠
と
考
え
ら
れ
る
。
体
育
協

会
や
観
光
協
会
、
商
工
団
体

な
ど
と
連
携
し
、
地
域
全
体

が
一
体
と
な
っ
て
本
町
の
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
を
振
興
す
る

た
め
地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
設
立
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

町
長　

日
頃
か
ら
精
力
的
に

活
動
す
る
体
育
協
会
や
昨
年

法
人
化
さ
れ
た
町
観
光
協
会

な
ど
が
、
ス
ポ
ー
ツ
及
び
観

光
振
興
に
よ
る
交
流
人
口
の

拡
大
、
地
域
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
設
立

は
考
え
て
い
な
い
。
ス
ポ
ー

ツ
に
は
人
々
に
勇
気
と
感
動

を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
活
性
化
に
資
す
る
な
ど

の
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
の
一

つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
魅

力
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
テ

ン
ツ
づ
く
り
に
向
け
た
庁
内

組
織
を
設
置
し
、
ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
及
び
観
光
振
興
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

稲岡　健太郎　議員

地域脱炭素化促進区域等の計画
策定や協議会の設置が必要では

今後示される基準に基づき

　　検討していく 環境安全課長

地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

設
立
を
検
討
し
て
は　

設
立
は
考
え
て
い
な
い

ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
に

向
け
て
庁
内
組
織
を
設
置

町
長

そ
の
他
の
質
問

稲
岡　

総
務
省
が
来
年
度
、

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
郵
便
局

が
持
つ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情

報
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
自
治
体

の
ほ
か
医
療
や
福
祉
、
交
通
、

イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
関
係
機
関

や
事
業
者
ら
と
共
有
し
必
要

に
応
じ
て
利
用
で
き
る
仕
組

み
の
実
証
実
験
を
実
施
す
る

と
聞
く
が
、
本
町
で
も
検
討

を
進
め
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長　

総
務
省
が
行
う

実
証
実
験
の
内
容
等
を
注
視

し
つ
つ
、
現
在
、
締
結
し
て

い
る
郵
便
局
と
の
包
括
連
携

協
定
の
項
目
に
沿
っ
た
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

【
ス
ポ
ー
ツ

　

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
】

　

地
方
自
治
体
、
ス
ポ
ー

ツ
団
体
、
民
間
企
業
等
が

一
体
と
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ

と
地
域
資
源
を
掛
け
合
せ

た
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
活

性
化
に
取
り
組
む
連
携
組

織
。

動画はこちらから

議会だより　しか　№ 65
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コロナ禍の避難所運営と商業者支援のヒント

コロナ禍コロナ禍のの

避難所運営避難所運営  とと  商業者支援商業者支援
をを

提
言
提
言

志賀町議会　4つの提言

　

８
月
24
日
、
議
会
か
ら
町

長
に
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
提

言
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
町
民
の
生
命
、

生
活
及
び
地
域
経
済
に
お
け

る
多
大
な
影
響
を
鑑
み
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
対
す
る
町
の
積
極
的

な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
目

的
で
議
員
間
討
議
を
実
施
し

た
結
果
、
特
に
感
染
症
の
影

響
が
大
き
い 

「
避
難
所
に
お

け
る
感
染
症
対
策
」「
経
済

支
援
対
策
」
の
二
つ
の
観
点

か
ら
提
言
し
ま
し
た
。

　

詳
細
は
、
次
の
「
志
賀
町

議
会　

４
つ
の
提
言　

（
コ

ロ
ナ
禍
の
避
難
所
運
営
と
商

業
者
支
援
の
ヒ
ン
ト
）」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

寺井強議長から町長に提出

南正紀副議長、稲岡健太郎議会改革活性化特別委員会

委員長､ 堂下健一同副委員長が同行

「志賀町議会　４つの提言」を説明する

稲岡健太郎議会改革活性化特別委員会委員長

議会だより　しか　№ 65
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志賀町議会　4つの提言

16

提言①

避難所における感染症対策「町民への広報」

議会だより　しか　№ 65

令和３年11月29日発行 16



コロナ禍の避難所運営と商業者支援のヒント

提言②

避難所における感染症対策「指定避難所以外への避難について」

議会だより　しか　№ 65
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志賀町議会　4つの提言
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コロナ禍の避難所運営と商業者支援のヒント

提言④

経済支援対策「ウィズコロナ・アフターコロナを見据えた支援策」

提言③

経済支援対策「事業効果の検証について」

議会だより　しか　№ 65
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志賀町議会　4つの提言コロナ禍の避難所運営と商業者支援のヒント

20

提言後に議会が行うこと

志賀町議会

志賀町ホームページの

　ココをクリック

QR コードでも OK

志賀町ホームページの

　ココをクリック

QR コードでも OK

議会だより　しか　№ 65
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委　

員　

長　
表
谷　

茂
浩

　
副
委
員
長　
福
田　

晃
悦

　
委　
　

員　
稲
岡
健
太
郎

　　　　　　
寺
井　
　

強

　　　　　　
冨
澤　

軒
康

　　　　　　
櫻
井　

俊
一

12/7
（火）

本会議
10：00

議案の上程
　（町長が町の近況や議案説明をします。）

12/14
（火）

本会議
10：00

一般質問
　（議員が町政について質問をします。）

12/21
（火）

本会議
14：00

議案の採決
　（議案の可否について決定をします。）

12月定例会本会議の日程(予定)です。傍聴に来ませんか。

志賀町議会志賀町議会

    ホームページホームページ
本会議の様子が
本会議の様子が

ご覧になれます！
ご覧になれます！

志賀町議会ホームページの

ココをクリック

【傍聴を希望される方へ】

役場２階の議会事務局で受付して
おります。お気軽にお越し下さい。

※感染状況により、人数制限をさ
せていただく場合もあります。

【
編
集
後
記
】

　

今
回
、
し
か
ま
ち
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

に
応
募
い
た
だ
い
た
生
花
会
の

皆
さ
ん
、
コ
ロ
ナ
禍
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
足
し
て
い

る
と
い
わ
れ
る
中
、
と
て
も
明

る
い
笑
顔
で
生
花
を
楽
し
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
好
き
な
こ
と
を
気
の
合
う

仲
間
で
楽
し
む
。
簡
単
そ
う
で

難
し
い
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

ど
ん
な
時
で
も
元
気
に
生
活
す

る
た
め
の
秘
訣
な
の
か
と
、
改

め
て
気
付
か
さ
れ
た
一
日
で
し

た
。

表谷　委員長

YouTube　志賀町議会の画面 ➡

　志賀町議会ホームページにある「しかまち LIFE 申込用紙」にてお申込

みください。

　直接、下記の連絡先、メールアドレスにご連絡いただいても構いません。

ご連絡先をお伺いし、後日、お話をお聞かせいただきます。

　連絡先：議会事務局　☎ 0767‒32‒9270（担当：山田、坂上）

　メールアドレス：gikai@town.shika.lg.jp

ししかかまち
ＬＩＦＥＬＩＦＥ お申

込み方
法

皆さんからの応募　お待ちしております皆さんからの応募　お待ちしております

議会だより　しか　№ 65
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お

きしました

お

聞
きしました　志賀町の

と
志賀町の

こ
と

ししかかままちち
ＬＩＦＥＬＩＦＥ

今回は、今回は、

地域で活動されている地域で活動されている

片山生花教室片山生花教室  の の 皆さん皆さん

にお話しをお聞きしました。にお話しをお聞きしました。

構成をお聞かせください。

　シルバーハウスで、月１回、７名の会員で集
まり、大好きなお花を生けながら、楽しくおしゃ
べりを楽しんでいます。

出身はどちらですか。また志賀町に住んで何年

になりますか。

　ほとんどが志賀町生まれですが、旧柳田町から
志賀町に嫁いでこられた方もおられます。

お気に入りの場所などありますか。

●シルバーハウス（代田）
　　高齢者の憩いの場である
●印内や舘開のツツジ
●花のミュージアム フローリィ
●コミニティーバスの車窓（桜の時期）
　　コミニティーバスを利用して、みんなで
　バス遠足を楽しんでみたい

最近、感じることは何ですか。

●施設や学校がなくなり、寂しい
●子供の声が聞こえなくなった

町や議会に望むことは何ですか。

　●土田保育園が統合でなくなってしまうが、保
護者の代わりに祖父母の送迎は難しくなり、
送迎バスをお願いしたい。

　●しかバスの運行経路をできる限り在所内を経
由してほしい。

なんでもなんでもアピールアピールどうぞ。どうぞ。

　生花教室は、生花だけでなく、みんなとお

しゃべりができ、とても楽しいところです。

また、作品を褒めてもらった喜びも格別です。

　興味のある方、いらっしゃいましたらお気

軽にご連絡ください。

片山豊美　TEL 0767-32-2288

　　　携帯 090-6813-0390

辻　正子さん

片山 豊美さん

土橋 しずゑさん

山崎 久枝さん

村田 幸子さん

福田 友枝さん
福田 信子さん

山崎久枝さん 作

北野玲子さん 作

片山豊美さん 作

土橋しずゑさん 作

福田友枝さん 作

辻 正子さん 作

村田幸子さん 作

福田信子さん 作
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